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	視覚化する味覚
	アメリカ消費主義社会の台頭と「エステティクス」の変遷
	講師：久野 愛（ひさの・あい）氏
	東京大学大学院情報学環・学際情報学府 准教授

	報告要旨
	19世紀末以降、技術革新や資本主義システム拡大により人々の感覚体験は大きく変化した。企業は、それまで主観的なものと考えられてきた感覚を客観的かつ科学的に解明し操作できるものとして扱うようになったのだ。本講演は、食べ物の色に焦点を当て、1870年代から20世紀初頭の米国で、いかに「自然に」見える色が作られてきたのか、さらに視覚世界の変化に伴い人々の自然観がどのように変化したのか考える。

